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論文内容の要旨

現在，船舶の転覆に対する安全性は横風及び横波状態で転覆しないことを条件に設計基準が定められているが，近

年船舶の高速化に伴なって，追波及び斜め追波状態で転覆を誘発することが自由航走模型実験によって指摘されてい

る。

本論文は， このような追波及び斜め追波中で船舶の転覆を誘発する波と，船舶が転覆に至るメカニズムを運動力学

的立場から論じたもので，全 5 章から構成されている o

第 1 章では，船舶が追波中で転覆に至る運動を推定するための既存の考え方について述べた後，本研究の目的を提

示すると共に，論文の内容と構成について述べている。

第 2 章では，不規則な海洋波の中から船舶の転覆に関係する波を抽出する統計的手法を用いて，波と船との出会い

角及び船速によって，危険な波と船とが出会う確率が大幅に変わることを明らかにし，危険な船速が通常の船舶の速

度範囲にあることを指摘している o

第 3 章では，追波中の船体運動を記述する運動方程式を組立て，規則波中で船が転覆に至る運動と，そのときの船

速，メタセンター高さ，波高及び波長との間の関係を時間領域のシミュレーション計算によって求め，危険な船速，

メタセンター高さ，波高及び波長を特定している D

第 4 章では，規則波中の船体運動を記述する運動方程式を不規則波中の運動方程式に拡張しているD そして，不規

則な海洋波中，連続的高波高の波群と出会う確率の高い船速を含む全速度範囲で数値シミュレーション計算を実施し

ている O その結果，メタセンター高さが低い場合，ブルード数 Fn=O.2近傍とこれ以下の速度範囲で船が転覆に至る

ことを明らかにしている。尚，不規則追波中を航行する船舶の転覆確率は，船体運動，とりわけ，大きな横揺運動を

誘発する運動力学的分析が必要で，今後の課題としている。

第 5 章では，本研究の結論を述べるとともに今後の研究課題について述べている。

論文審査の結果の要旨

荒天中を航行している船舶が転覆に至る力学的メカニズムを解明する上で，波と船との出会い角及び出会い周期と

円
。
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船の横揺固有周期との間のどのような運動力学的条件が転覆を誘発するかを特定することは航行の安全を確保するた

めに重要な課題である。従来から船舶の転覆に対する安全性は横風及び横波中で同調横揺しているとき，転覆しない

ことを条件に設計基準が定められているが，近年船舶の高速化に伴って，追波及び斜め追波中で転覆を誘発すること

が模型実験及び高速漁船で経験的に指摘されている O 本論文はこのような追波及び斜め追波中で，船舶の転覆を誘発

する波と，船舶が転覆に至るメカニズムを運動力学的立場から論じたもので，その主な成果は次の通りである。

(1)不規則な海洋波の中から船舶の転覆を誘発する波を抽出する統計的手法を用いて， i皮と船との出会い角及び船速

によって，危険な波と船とが出会う確率が大幅に変わることを明らかにし，危険な船速が通常の船舶の速度範囲

にあることを指摘している。

(2)追波中の船体運動を記述する運動方程式を組立て，規則波中で、船が転覆に至る運動と，そのときの船速，メタセ

ンター高さ，波高及び波長との聞の関係を時間領域のシミュレーション計算によって求め，危険な船速，メタセ

ンター高さ，波高及び波長を特定している。

(3)規則波中の船体運動を記述する運動方程式を不規則波中の運動方程式に拡張し，不規則な海洋波中，連続的高波

高の波群と出会う確率の高い船速を含む全速度範囲で数値シミュレーション計算を実施し，メタセンター高さが

低い場合， フルード数 Fn=O.2近傍とこれ以下の速度範囲で、船が転覆に至ることを明らかにしている。

以上のように本論文は，不規則な追波及び斜め追波中を航行している船舶の転覆を誘発する群波を確率論的に抽出

する方法と，その群波の中を航行する船舶が転覆に至る運動力学的メカニズムの解明を試みたもので，荒天中におけ

る船舶の安全性に関する設計及び、操船技術の発展に寄与するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値あ

るものとるまめる。
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